
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
次

の
二
つ
の
提
案
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
　
野
生
動
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
示

　
　
一
つ
は
、
よ
こ
は
ま
動
物
園
は
日
本
最
初
の
繁
殖

セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
日
本
最
大
級
の
動
物
園
で
あ

り
、
希
少
動
物
の
保
護
繁
殖
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し

て
一
層
充
実
す
る
た
め
、
現
在
建
設
中
の
オ
カ
ピ
の

森
（
イ
ト
ゥ
リ
の
森
）
に
ボ
ノ
ボ
、
オ
カ
ピ
な
ど
の

四
大
希
少
動
物
の
展
示
、
ま
た
中
国
の
四
大
希
少
動

物
の
ト
キ
を
収
集
し
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
時
に
は

日
本
人
の
愛
玩
精
神
に
合
致
す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
を
誘
致
し
、
世
界
三
大
希
少
動
物
（
珍
獣
）
と

合
わ
せ
て
、
世
界
最
初
の
野
生
動
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル

展
示
計
画
を
試
み
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
希
少
動
物
の
単
種
の
展
示
だ
け
で

は
集
客
の
一
助
と
な
り
得
な
い
の
で
、
利
用
料
金
制

度
を
採
用
し
て
い
る
組
織
と
し
て
は
、
次
の
一
項
目

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
示
計
画
で
、
来
園
者
に
生
物

の
存
在
価
値
観
と
野
生
動
物
と
人
類
の
共
存
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

ア
　
オ
カ
ピ
の
森
（
イ
ト
ゥ
リ
の
森
）
の
四
大
希
少
動
物

　
・
ボ
ノ
ボ
（
霊
長
類
、
B
o
n
o
b
o
）
～
海
外
よ
り
収
集

　
予
定

　
・
コ
ン
ゴ
ク
ジ
ャ
ク
（
キ
ジ
科
、
C
o
n
g
o
　
p
e
a
c
o
c
k
)

　
～
ア
フ
リ
カ
に
生
息
す
る
唯
一
真
正
キ
ジ
の
仲
間

　
で
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
動
物
園
よ
り
入
園
予
定
。

・
オ
カ
ピ
（
キ
リ
ン
科
、
O
k
a
p
i
）
～
ズ
ー
ラ
シ
ア
で

　
展
示
中
。

・
ボ
ン
ゴ
（
偶
蹄
類
、
B
o
n
g
o
）
～
金
沢
動
物
園
で

　
展
示
中
。

イ
中
国
の
四
大
希
少
動
物

・
朱
鷺
（
ト
キ
科
、
C
r
e
s
t
e
d
　
I
b
i
s
)
～
日
本
の
特
別

　
天
然
記
念
物
で
、
学
名
は
N
i
p
p
o
n
i
a
　
n
i
p
p
o
n
と
命

　
名
さ
れ
て
い
る
。

・
金
絲
狼
（
霊
長
類
、
G
o
l
d
e
n
　
M
o
n
k
y
）
～
ズ
ー
ラ

シ
ア
で
展
示
中
。

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
（
偶
蹄
類
、
G
o
l
d
e
n
　
T
a
r
k
i
n
)

　
～
ズ
ー
ラ
シ
ア
で
展
示
中
。

・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ

ウ
　
世
界
の
三
大
希
少
動
物
（
珍
獣
）

・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
（
ク
マ
科
、
G
i
a
n
t
　
P
a
n
d
a
)

　
～
中
国
か
ら
誘
致
可
能
。

・
オ
カ
ピ

・
ボ
ン
ゴ

イ
　
果
南
ア
ジ
ア
に
希
少
動
物
保
護
・
検
疫
施
設
を

　
二
つ
目
は
、
一
九
七
四
年
以
来
、
横
浜
ｌ
上
海
友

好
都
市
の
動
物
交
換
は
十
二
回
目
を
迎
え
、
そ
の
都

度
、
動
物
交
換
団
は
上
海
動
物
園
を
訪
れ
て
非
公
開

の
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
自

国
の
中
国
第
一
級
保
護
動
物
、
金
絲
猴
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
ー
キ
ン
、
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
ワ
ニ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
、

オ
グ
ロ
ヅ
ル
等
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
繁

殖
に
成
功
し
て
お
り
、
何
時
も
動
物
交
換
団
は
感
激

し
て
帰
国
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
動
物
園
と
の
動
物
交
換
は
、

姉
妹
都
市
提
携
の
節
目
節
目
に
行
わ
れ
て
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
動
物
園
を
訪
問
し
、
更
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
動
物

園
分
園
の
ワ
イ
ル
ド
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
は
一
般
公
開
を
し
な
が
ら
種
の
保
存
を
考
え

て
お
り
、
園
内
は
ガ
イ
ド
付
き
の
昔
の
西
部
劇
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
見
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
面
積
は
ア
メ
リ
カ
大
陸

な
ら
で
の
も
の
で
、
横
浜
市
の
西
区
の
面
積
よ
り
広

く
、
広
大
な
原
野
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

毎
年
施
設
整
備
や
草
地
・
土
壌
改
良
を
し
な
が
ら
世

特
集
・
都
市
生
活
と
動
物
③
横
浜
の
動
物
園

界
の
絶
滅
危
惧
種
を
中
心
に
収
集
し
、
種
の
保
存
の

壮
大
な
繁
殖
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聞
い
て
感
銘
し
た
も
の

で
す
。

　
多
く
の
諸
先
輩
が
先
進
国
動
物
園
の
行
政
視
察
を

し
て
、
よ
こ
は
ま
動
物
園
も
漸
く
世
界
の
動
物
園
行

政
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
ー
ハ
ノ
イ
動
物
園
か
ら
車
で
半

日
を
要
す
る
郊
外
に
ク
ー
ポ
ン
国
立
公
園
が
あ
り
ま

す
。
一
昨
年
そ
の
中
の
ド
イ
ツ
ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

動
物
園
の
霊
長
類
救
護
セ
ン
タ
ー
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
そ
の
施
設
は
ダ
イ
ヤ
フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
た
簡
単
な

も
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
ズ
ー
ラ
シ
ア
で
探
し
求

め
て
い
る
ド
ウ
ク
ラ
ン
グ
ー
ル
　
（
二
十
五
頭
）
や
デ

ラ
ク
ー
ル
ラ
ン
グ
ー
ル
、
テ
ナ
ガ
ザ
ル
等
東
南
ア
ジ

ア
に
生
息
す
る
七
種
類
の
葉
喰
い
ザ
ル
の
仲
間
を
見

せ
ら
れ
て
、
た
だ
た
だ
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

施
設
の
管
理
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
動
物
園
か

ら
セ
ン
タ
ー
長
と
獣
医
師
の
み
が
派
遣
さ
れ
て
き
て

お
り
、
そ
の
他
は
全
て
現
地
調
達
で
運
営
を
し
て
い

ま
し
た
。
繁
殖
個
体
の
一
部
は
野
生
へ
復
帰
さ
せ
、

一
部
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
許
可
を
え
て
、
種
の
保
存

の
た
め
本
国
へ
も
送
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。

　
昨
年
一
月
か
ら
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
動
物
か
ら
由
来
す
る
感
染
症
の
対

策
と
し
て
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

と
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
（
エ
ボ
ラ
等
）
を
対
象
と
し
て

霊
長
類
全
種
の
輸
入
検
疫
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
農
林
水
産
省
に
よ
り
エ
ボ
ラ
等
が

発
生
し
て
い
る
国
々
か
ら
の
霊
長
類
の
輸
入
は
禁
止

さ
れ
、
更
に
昨
年
三
月
に
九
十
二
年
振
り
に
日
本
に

口
蹄
疫
が
発
生
し
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く

繁
殖
に
成
功
し
た
オ
オ
ア
リ
ク
イ
の
母
仔

イ
ト
ゥ
リ
の
森
の
四
大
希
少
動
物

・
コ
ン
ゴ
ク
ジ
ャ
ク

　
　
　
　
ｔ

’
獅
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偶
蹄
類
の
輸
入
は
一
層
厳
し
く
な
り
、
ま
た
霊
長
類

の
輸
入
個
体
は
繁
殖
二
代
目
（
F
2
×
F
1
×
F
1
）
が

基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
動
物
収
集
は
益
々
窮
地
に
追
い
つ
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
動
物
園
自
体
、
運
営
が
危
惧

さ
れ
る
事
態
と
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
独
自
で
東

南
ア
ジ
ア
に
希
少
動
物
の
保
護
・
検
疫
施
設
を
持
つ

こ
と
を
、
今
世
紀
の
動
物
園
行
政
を
担
う
人
々
へ
そ

の
夢
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ズ
ー
ラ
シ
ラ
の
動
物
収
集
に
当
た
り
、
ご
指
導
と

ご
協
力
を
頂
い
た
国
の
関
係
機
関
・
通
商
産
業
省
貿

易
局
農
水
産
室
、
環
境
庁
自
然
保
護
局
野
生
動
物
課
、

農
林
水
産
省
畜
産
局
衛
生
課
、
動
物
検
疫
所
、
ま
た

多
大
な
ご
尽
力
戴
い
た
麻
布
大
学
講
師
・
堀
浩
先

生
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
動
物
園
c
o
o
r
d
i
n
a
t
o
r･
M
.
F
u
j
i
i
　
K
o
d
r
i
g
u
e
s
さ
ん
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
ー
げ

ま
す
。

２
動
物
園
の
運
営
管
理

Z
O
O

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
　
T
e
c
h
n
i
q
u
e

①
　
動
物
園
の
組
織

　
横
浜
市
は
、
動
物
園
の
運
営
管
理
を
（
財
）
横
浜

市
緑
の
協
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
緑
の
協
会
動
物
園
部
の
職
員
数
は
、
八
十

一
人
（
固
有
五
十
四
人
、
嘱
託
二
十
七
人
）
。
図
参
照

　
ズ
ー
ラ
シ
ア
を
管
理
運
営
す
る
ス
タ
ッ
ラ
に
は
、

協
会
職
員
の
他
、
警
備
、
案
内
・
誘
導
、
設
備
維
持
補

修
、
清
掃
、
植
物
等
園
内
管
理
、
シ
ョ
ラ
プ
運
営
や
レ

ス
ト
ラ
ン
業
者
を
含
め
約
二
百
人
が
い
ま
す
。

②
ト
新
た
な
試
み

①
動
物
に
や
さ
し
く

・
全
て
の
動
物
舎
に
サ
ブ
パ
ド
ッ
ク
を
設
置
、
隠
れ

場
の
あ
る
（
居
心
地
の
良
い
）
展
示
場

②
環
境
に
や
さ
し
く

・
電
気
自
動
車
等
低
公
害
車
の
導
入
、
透
水
性
舗
装

の
採
用
、
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
太
陽
光
発
電

・
清
涼
飲
料
水
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
導
入
、
来
園
者
へ
の

ゴ
ミ
袋
の
配
布

③
人
に
や
さ
し
く

・
園
路
勾
配
八
％
以
内
、
点
字
サ
イ
ン
、
音
声
ガ
イ

ド
機
器
や
車
椅
子
の
レ
ン
タ
ル
、
レ
プ
リ
カ
を
触
る

こ
と
に
よ
る
動
物
の
特
徴
把
握
、
身
障
者
ト
イ
レ
の

設
置

④
運
営
経
費
の
節
減
等
効
率
的
経
営

　
・
ー
業
用
水
の
利
用
、
来
園
者
変
動
に
併
せ
た
業
務

員
の
増
減
配
置
、
協
賛
企
業
の
募
集
、
割
引
（
バ
ス
・

入
園
）
セ
ッ
ト
券
販
売
等
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携

⑤
来
園
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
直
営
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ラ
ズ

の
開
発
販
売
、
双
眼
鏡
、
乳
母
車
等
の
レ
ン
タ
ル
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
お
弁
当
販
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
日
曜
日
の
園
内
ガ
イ
ド
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
、
ｉ
モ
ー
ド
の
発
信

③
ト
集
客
対
策

①
旅
行
代
理
店
等
へ
の
働
き
か
け

　
・
有
力
旅
行
代
理
店
へ
動
物
園
へ
の
ツ
ア
ー
企
画
を

働
き
か
け
て
い
る
。

　
・
市
内
有
力
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
と
契
約
し
前
売
り
券
販
売
を

行
う
。
ホ
テ
ル
に
は
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
貸
出
も
行
っ
て

い
る
。

②
学
校
団
体
へ
の
働
き
か
け

・
ズ
ー
ラ
シ
ア
の
利
用
の
手
引
き
、
学
習
ノ
ー
ト
を

幼
稚
園
、
小
中
学
校
へ
配
布
す
る
と
共
に
来
年
度
か

ら
新
し
く
導
入
さ
れ
る
教
育
課
程
・
総
合
学
習
の
一

貫
と
し
て
の
来
園
を
案
内
し
て
い
る
。

・
学
校
や
幼
稚
園
の
遠
足
を
取
り
扱
う
旅
行
代
理
店

向
け
に
動
物
園
を
紹
介
し
て
い
る
。

③
広
報
計
画

・
園
内
イ
ベ
ン
ト
と
マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
の
計
画
的
ニ

ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
。

・
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ
ス
（
人
気
動
物
を
モ
チ
ー
ラ

に
し
た
金
管
五
重
奏
）
の
園
内
外
で
の
演
奏
。

④
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
混
雑
対
策

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
道
路
混
雑
緩
和
と
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
動
物
園
入
園

券
と
バ
ス
往
復
乗
車
券
の
セ
ッ
ト
券
（
表
）
を
割
引

販
売
し
て
い
る
。

④
　
来
園
者
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
一
覧

①
レ
ス
ト
ラ
ン

オ
ー
ジ
ー
ヒ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
　
　
二
百
席

ア
ク
ラ
テ
ラ
ス
・
ラ
ビ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
（
カ
ラ
ェ
テ
リ
ア
）
　
六
十
席

ジ
ャ
ン
グ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

②
物
販
店

オ
ー
ジ
ー
ヒ
ル
、
ア
ク
ア
テ
ラ
ス
　
ニ
カ
所

③
駐
車
場
・
乗
用
車
　
　
千
五
百
台
＠
千
円

　
　
　
　
　
バ
ス
　
二
十
台
＠
二
千
五
百
円

④
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
　
＠
二
百
・
二
百
・
五
百
円

音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
　
　
　
　
＠
五
百
円

双
眼
鏡
　
　
　
　
　
　
　
＠
百
・
二
百
円

ベ
ビ
ー
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
五
百
円

車
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

図　横浜市緑の協会組織

中
国
の
四
大
希
少
動
物
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
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⑤
授
乳
室

３
一
種
の
保
存

①
ト
な
ぜ
種
の
保
存
か
？

　
世
界
自
然
保
護
連
合
（
I
U
C
N
）
は
、
一
九
八
〇

年
に
「
世
界
環
境
保
全
戦
略
」
を
発
表
し
、
動
物
園

が
自
然
保
護
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
促
し
、
地
球
の

天
然
資
源
と
生
物
多
様
性
の
持
続
的
利
用
、
並
び
に

人
間
社
会
と
自
然
環
境
と
の
間
の
新
し
い
均
衡
の
確

立
を
説
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
世
界
動
物
園
水
族
館
機
構

（
W
A
Z
A
）
は
、
一
九
九
三
年
に
「
世
界
動
物
園
保
全

戦
略
」
を
作
成
し
、
地
球
上
か
ら
急
速
に
姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
野
生
生
物
と
生
物
多
様
性
を
守
る
手
助
け

を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
「
種
の
保
存
」
と
「
環

境
教
育
」
を
今
日
的
な
課
題
と
し
て
採
り
上
げ
た
。

　
前
者
は
、
消
極
的
な
が
ら
生
息
地
外
（
動
物
園
・

自
然
公
園
・
保
護
区
）
を
一
時
的
な
シ
ェ
ル
タ
ー
と

し
て
、
注
意
深
く
選
定
さ
れ
た
一
部
の
希
少
動
物
種

を
保
存
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、

現
代
版
「
ノ
ア
の
方
舟
」
の
発
想
で
あ
り
ま
す
。

　
後
者
は
、
こ
れ
と
並
行
し
て
生
息
地
内
の
生
物
の

多
様
性
を
丸
ご
と
保
存
す
べ
く
、
環
境
保
全
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
人
々
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
か
ら
動
物
園
は
、
博
物
館
群
の
一
分
野
と
し

て
、
自
然
保
護
や
自
然
認
識
等
を
、
内
包
す
る
機
能

と
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
動
物
園
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、

展
示
物
と
し
て
の
野
生
動
物
の
消
費
者
と
し
て
の
過

去
を
素
直
に
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
今
や
、
蓄
積
さ
れ
た
野
生
動
物
飼
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
「
自
然
保
護
」
事
業
に
還
元
す
べ
き
時
代
へ
と
突

入
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
社
会
も
そ
れ
を
期
待
し
て

い
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

②
　
保
護
と
保
存

　
保
護
（
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)
と
保
存
（
P
r
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)

と
の
違
い
は
重
要
で
す
。

　
種
の
保
存
と
は
、
保
護
区
か
ら
動
物
園
に
至
る
ま

で
の
飼
育
下
に
お
い
て
、
特
定
の
種
の
生
存
を
保
証

す
る
十
分
な
大
き
さ
の
集
団
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
同
時
に
将
来
の
適
応
が
可
能
な
よ
う
に
、

基
礎
個
体
群
に
十
分
な
遺
伝
的
多
様
性
を
残
す
努
力

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
注
意
を
促
す
べ
き
は
、
「
種
の
保
存
」
の
概
念
は

や
み
く
も
に
希
少
種
を
繁
殖
・
増
殖
さ
せ
る
こ
と
で

は
無
く
、
注
意
深
く
計
画
さ
れ
た
長
期
繁
殖
計
画
に

則
り
、
希
少
種
の
遺
伝
的
多
様
性
を
確
保
し
つ
つ
一

定
期
間
、
一
定
の
頭
数
を
確
保
保
存
す
る
考
え
方
で

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
保
護
と
い
っ
た
時
、
そ
の
目
標
は
、
自
然

淘
汰
に
よ
る
進
化
が
働
き
、
ま
た
遺
伝
的
浮
動
に
よ

る
喪
失
よ
り
も
早
い
率
で
突
然
変
異
が
新
た
な
変
異

を
蓄
積
す
る
野
生
生
息
地
へ
、
動
物
た
ち
を
復
帰
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

　
動
物
種
の
た
め
の
最
近
の
殆
ど
の
保
護
計
画
は
、

せ
い
ぜ
い
保
存
計
画
で
す
。

③
　
保
存
種
の
選
定

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
生
生
物
保
護
公
園
（
ブ
ロ
ン
ク

ス
動
物
園
）
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
園
長
（
一
九
九
六
）
の

試
算
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
動
物
園
の
総
飼
育
面
積
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
区
に
す
っ
ぽ
り

と
収
ま
っ
て
し
ま
う
程
度
の
二
万
九
千
五
百
九
十
五

特
集
・
都
市
生
活
と
動
物
＠
横
浜
の
動
物
園

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
飼
育
下
で
累
代
的
に
特
定

の
種
を
二
百
年
間
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く

見
積
も
っ
て
も
哺
乳
類
三
百
三
十
種
、
鳥
類
四
百
六

十
七
種
、
昶
虫
類
九
十
六
種
、
両
生
類
三
十
二
種
を

飼
育
す
る
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
九
六
年
版
世
界
自
然
保
護
連
合
（
I
N
N
C
）
発

行
の
レ
ッ
ド
ー
リ
ス
ト
に
は
、
魚
類
を
除
く
脊
椎
動

物
だ
け
で
二
千
五
百
八
十
八
種
も
が
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
種
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
世
界

中
の
動
物
園
の
飼
育
ス
ペ
ー
ス
を
合
計
し
て
も
な

お
、
常
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
動
物
園
が

飼
育
展
示
し
て
い
る
種
は
、
そ
の
殆
ど
が
生
態
系
に

お
い
て
も
食
物
連
鎖
系
に
お
い
て
も
、
常
に
頂
点
近

く
に
位
置
す
る
動
物
群
で
あ
る
点
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ

と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
こ
の
下
部
の
生
態
系
が
壊
滅

的
な
痛
手
を
被
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
さ
て
、
動
物
園
は
自
然
界
の
仕
組
み
を
解
説
す
る

こ
と
が
最
重
点
の
目
的
で
あ
る
の
で
、
こ
の
目
的
に

適
っ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
の
に
必
要

な
動
物
種
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
種
の
保
存
対
象
分
類
群
や
種
を
選
定
す
る
に
あ
た

り
、
動
物
系
統
分
類
学
や
動
物
地
理
学
等
の
知
見
を

考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
判
断
根
拠
は
、
先
ず
第
一
に
野

生
で
の
減
少
状
況
や
将
来
野
生
復
帰
さ
せ
る
可
能
性

に
置
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
面
で
、
そ
の
分

類
群
に
人
々
へ
の
教
育
、
学
術
研
究
、
そ
れ
に
生
息

地
の
保
全
を
支
え
る
募
金
活
動
を
通
じ
て
、
直
接
保

全
活
動
に
貢
献
す
る
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
す
。

こ
れ
は
先
導
役
と
な
る
種
、
即
ち
遺
伝
的
変
異
だ
け

で
な
く
、
生
息
地
と
他
の
種
を
も
守
る
潜
在
能
力
を

表　セット券の種類と金額
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